
  

監査結果報告 
 

佐世保市監査委員監査基準に従い、監査を実施したので報告する。 

 

 

１ 監 査 の 種 類   財政援助団体等監査 

 

２ 監 査 の 対 象   させぼバス株式会社 

 

３ 監 査 の 期 間   令和５年３月１日から令和５年３月２４日まで 

 

４ 実 施 内 容 

 

  佐世保市の出資団体であるさせぼバス株式会社（以下「させぼバス」という。）の令和３

年度における出納その他の事務が適正に行われているか、関係書類を抽出して調査を行い、

また、担当職員の説明を聴取するなどの方法により実施した。 

 

５ 監査の着眼点 

 

  企画部（地域交通課） 

⑴  出資目的は妥当か。 

⑵  出資による権利は決算書類に適正に表示されているか。 

⑶  証書の保管は良好か。 

⑷  出資者としての権利行使は適切に行われているか。 

⑸  出資団体の経営成績及び財政状態を十分把握し、適切な指導監督を行っているか。 

 

  させぼバス 

⑴  定款等諸規程は整備されているか。 

⑵  出資目的に沿った事業運営が行われているか。 

⑶  経営成績、財政状況は適正に決算諸表等に表示されているか。 

⑷  財政状態は良好か。 

⑸ 関係帳票の整備、記帳は適切か。また、領収書等の証拠書類の整備、保存は適切か。 

⑹  会計経理及び財産管理は適正か。 

⑺  資金の運用は適正か。また、経費節減は図られているか。 

 

６ 監 査 の 結 果 

 

  企画部（地域交通課） 

⑴  させぼバスは、地域住民の足として佐世保市交通局（以下「交通局」という。）と 

連携し、公共交通事業に寄与するために設立されたものである。出資はその設立に 

対して行われており、交通局廃止により佐世保市が引き継いだ後も、引き続き公共 

交通事業に寄与していることから、目的は妥当であると判断される。 

⑵  出資金は決算書類(財産に関する調書)に適正に表示されていた。 

⑶  させぼバスの定款の規定により、株券は発行されていない。 

⑷  株主として株主総会に出席し、事業報告及び収支決算等の審議を通して出資者とし

ての権利行使を適切に行っていた。 



  

⑸  経営成績及び財政状態を十分把握し、適切な指導監督を行っていた。 

 

  させぼバス 

⑴  定款等諸規程は整備されていた。 

⑵   事業運営は出資目的に沿って適正に行われていた。 

⑶   経営成績、財政状態は適正に決算諸表に表示されていた。 

⑷   令和 3年度決算の純損失は 5,335万円（万円未満切り捨て）となっており、財政状 

態は懸念されたものの、「佐世保市地域公共交通持続化実施計画」に基づき、社会 

情勢の変化や需給バランスを踏まえ、新ダイヤによる運行を令和 4年 3月 24日か 

ら実施されており、経費削減等による収支改善が図られている。 

⑸  関係帳票の整備、記帳は適切であり、領収書等の証拠書類の整備、保存も適切に行  

われていた。 

⑹   会計経理及び財産管理は、定款等諸規程に沿って行われており、会計の事務処理に 

関する手順書等も整備されていた。 

⑺   資金の運用は適正であり、経費節減も図られていた。 

 

以 上 



【させぼバス】の概要は次のとおりである。 

 

１ 事業の内容 

   

⑴ 事業の目的 

させぼバスは、乗合、貸切バス事業等を行うことにより、地域住民の足として、公共交通事業に

寄与することを目的としている。 

 

⑵ 事業の現況 

  させぼバスは上記の目的を達成するために、設立団体である佐世保市との緊密な連携のもとに、

定款に基づき次の事業を行っている。 

ア 一般乗合旅客自動車運送事業 

   イ 一般貸切旅客自動車運送事業 

   ウ 駐車場事業 

   エ 前各号に付帯する一切の事業 

 

⑶ 市との関係 

   させぼバスは、平成 21 年に交通局が 80,000 千円(出資率 100%）を出資して設立された交通局の

子会社であったが、平成 31年 3月 24日からの「佐世保市地域公共交通再編実施計画」に基づくバ

ス運行体制の一体化に伴い、交通局が平成 31年 3月 31日をもって廃止されたことにより、交通局

の子会社から独立した。 

   バス運行体制一体化後は、市内路線バスの運行の一部を西肥自動車株式会社から受託するととも

に、交通局が運営していた駐車場を佐世保市から受託または指定管理の指定を受けて運営している。 

   現在、佐世保市が令和 4年 3月に策定した「佐世保市地域公共交通持続化実施計画」に基づき、

市内路線バスの運行に関し、令和 4 年 3 月 24 日から社会情勢の変化や需給バランスを踏まえ、新

ダイヤによる自社路線の運行と、西肥バス路線の一部の運行を受託し、経費削減等による収支改善

が図られている。 

 

⑷ 組織 

させぼバスは次のとおり構成されている。     （令和 4年 3月 31日現在 職員数実数） 

（1名） （1名） （1名） ※業務管理課長兼務

（1名） （5名）

（1名） （12名）

 整備士 1名
 整備事務社員 1名

（1名） （2名）

 主任 1名
 運行管理者 4名

※運輸課長兼務 （1名）  庶務事務社員 1名
 運転士 31名
 守衛 3名

（40名）

 運行管理者 3名
 庶務事務社員 1名

（1名） （1名） （1名）  運転士 51名
 業務補助 1名
 守衛 2名

（58名）

 運行管理者 3名
 庶務事務社員 1名

（1名） （1名）  運転士 37名
 守衛 2名

（43名）

黒髪営業所長 副所長

 駐車場管理運営 12名駐車場事業課長

整備課長

駅前営業所長 副所長

運輸課長
（取締役）

矢峰営業所長 副所長

代表取締役
業務管理部長
（取締役）

業務管理課長 管理係長

 業務管理事務社員 5名

業務係長

 


